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児
童
書

今月のおすすめ新着本

　フランス人ソムリエが、日本茶の魅
力を世界中で共有するためにとった方
法は、柑橘類やハーブを加えたフレー
バー茶の開発。その魅力を紹介する一冊。 

ステファン・ダントン／編

『フレーバー茶で暮らしを変える』『眠れなくなるほど地理が    
　　　　  おもしろくなる本』

　ついつい人に話さずにはいられない
雑学を、たっぷりの図や写真で紹介す
る「地理雑学本」の決定版。 

ワールド・ジオグラフィック・リサーチ／著
　安住の地を求めて旅に出たアマガエ
ルたちは、平和で豊かな国「ナパージ
ュ」にたどり着く。そこでは心優しい
ツチガエルたちが、奇妙な戒律を守り
穏やかに暮らしていた。ある事件が起
こるまでは…。

百田　尚樹／著
『カエルの楽園』

株式会社学研プラス／著

『食物アレルギーのひみつ』

一
般
書

　食物アレルギーをもつミクがクラス
に転入してきた。コウタたちは、それ
をきっかけに食物アレルギーという病
気について学んでいく。

ショーン・テイラー／著

『ホーホーはらへり         
          フクロウさまだ！』

　誰もが恐れる変身名人のフクロウさ
まは、今夜も、晩飯を狙って獲物に迫
るが…。

エスター・アベリル／著

『しょうぼうねこ』

　黒い斑点のある黄色いノラ猫・ピッ
クルズ。ある日、高い木に登って降り
られなくなったピックルズは、消防士
に助けられ、消防署に連れていかれます。

日 月 火 水 木 金 土
6月の休館日 休館日

●お近くの公民館から、図書館の本を予約できます。  
　毎月第1、第3木曜日（カレンダーにより変更の可能性あり）に
　各地区公民館へ配送しますので、ご利用ください。  
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『
津
島
紀
事
』
で
は
、恵
比
須
神

社
に
鵜
鶿
草
葺
不
合
尊
（
＝
う

が
や
ふ
き
あ
え
ず
の
み
こ
と
）

が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来

す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し

て
い
ま
す
。

　
鵜
鶿
草
葺
不
合
尊
は
、
山
幸

彦
と
玉
依
姫
命
と
の
間
に
生
ま

れ
た
神
と
さ
れ
、
神
武
天
皇
の

父
と
さ
れ
る
神
で
す
。そ
の「
う

が
や
」
と
い
う
読
み
が
転
じ
て

「
が
や
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、
芦
浦
同
様
、
海
岸

線
に
堆
積
し
た
土
砂
に
「
茅
」

が
繁
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
転

じ
て
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
も

伝
わ
り
ま
す
。

【
美
津
島
町
濃
部
】

　
古
く
は
野
部
と
も
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。『
津
島
紀
事
』に
よ

れ
ば
、
賀
谷
の
由
来
と
な
っ
た

と
さ
れ
る
「
鵜
鶿
草
葺
不
合
尊
」

の
父
・
山
幸
彦
（
別
名
彦
火
火

出
見
尊
が
、
対
馬
に
来
て
、
こ

の
地
に
隠
れ
た
と
い
う
伝
説
か

ら
「
潜
里
」（
＝
し
の
ぶ
さ
と
）

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ

れ
が
転
じ
て
「
の
ぶ
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
て

い
ま
す
。

　
室
町
時
代
に
朝
鮮
通
信
使
と

し
て
来
島
し
た
申
叔
舟
が
ま
と

め
た
『
海
東
諸
国
記
』
に
は
、

「
老
夫
浦
二
百
余
戸
」と
記
さ
れ

て
お
り
、
浅
茅
湾
内
で
も
有
数

の
大
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
馬
市
教
育
委
員
会　

文
化
財
課
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【
美
津
島
町
芦
浦
】

　『
津
島
紀
事
』
に
よ
れ
ば
、現

在
の
芦
浦
付
近
は
、
元
々
海
で

あ
っ
た
が
、
川
の
運
搬
作
用
に

よ
り
土
砂
が
堆
積
し
、
さ
ら
に

芦
（
葦
）
が
生
え
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
、
土
地
が
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て

「
芦
浦
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
地
区
内
に
は
、
弥
生
時
代
の

洞
窟
遺
跡
が
あ
り
、
古
く
か
ら

人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
芦
浦
の

支
湾
・
雷
浦
に
は
、
江
戸
時
代

後
期
に
鯨
組
の
基
地
が
置
か
れ
、

捕
鯨
基
地
と
し
て
も
発
展
し
ま

し
た
。

【
美
津
島
町
賀
谷
】

　
古
く
は
、
鵞
谷
・
賀
屋
・
加

谷
と
も
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

対
馬
各
地
の
地
名

　
　
　
　 

（
大
字
編
）

湾が奥に長い芦浦湾（美津島町芦浦）

よ
し
が
う
ら

や
ま 

さ
ち

ひ
こ

た
ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と

の    

ぶ
う
が
や
ふ
き
あ
え
ず
の
み
こ
と

ひ
こ  
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ほ

で
み
の
み
こ
と

し
ん
し
ゅ
く
し
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